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 睦岡小学校の第３回学校運営協議会を２月１８日（水）に実施しました。今年度最後の会議として、学校評価や、本協

議会の成果や課題と次年度の学校運営の方向性について活発な熟議がされました。 

第３回学校運営協議会 開催 （概要紹介） 

【報告】 学校から 

①児童の様子⇒こども県展学校賞・特別賞受賞 県・郡書き初め展 県家庭科作品展 校内読書賞41名 

②職員及び行事⇒歌声集会 マラソン大会 睦岡フェスティバル 短縄跳び大会 園児との昔遊び  

入学説明会 スタディフェスティバル 県標準学力検査 卒業証書授与式  

【議事】 

（１）学校評価アンケートについて（回収率向上 教師１００％、児童９８．７％、保護者９２．２％） 

   ◎学校経営の指標：児童一人一人が笑顔でいるか。 

      ＝重点項目＝（項目ごとの目標値を設定し、達成度にて評価） 

  【基礎学力の定着】：ICTを効果的に活用した授業実践等により、向上を図る。 

  【豊かな人間関係の構築】：体験活動と教育相談を充実させ、情操を養い、他者を思いやる道徳的実践力を高める。 

  【基本的な生活習慣の徹底】：家庭・地域と連携した健康教育（保健・食育・体力等）の推進。 

  【家庭・地域との連携】：HP、デジタル連絡ツールによる情報発信と学校運営協議会からの意見を集約。 

   以上の重点項目の指標に対する（目標値）はすべて達成した。 

  ＜意見交換された内容から＞ 

   ・基礎学力の定着：タブレットと紙媒体での取り組みのバランスをとることが必要。 

   ・豊かな人間関係の構築：親と児童と教師の認識の差を解消する手立てを工夫する。 

   ・基本的な生活習慣：小学校からの習慣で予防対策など身についたことがある。 

   ・家庭・地域との連携：興味関心により、学校行事への参加率が変動。仕掛けを工夫する。 

 

（２）次年度学校運営の方向性について ＝承認＝ 

   ・令和7年度の学校評価の結果を踏まえ、今年度の方向性を変えずに継続して重点項目の改善を目指す。 

 

（３）学校運営協議会について＝成果と課題の学校提示＝原案の確認 

  〇意見交換された話題 

   ・授業で子供は育つ。より良い授業づくりのために、教材研究の時間を勤務時間内 

    に確保できるよう教職員の働き方について考えていくことが必要。 

   ・安全管理面について、登下校の見守り対策は募集方法を検討する。 

 

【その他】 ・次年度、委員の継続について 

      ・次年度の日程について 

 

 R７年度の協議では、現状の課題や解決のための方向性、本協議会の役割である学校運営の方針等を共有し、課題について

の様々な意見・熟議が運営に生かされていたように感じます。今後も、地域と学校で共に考えていく協議会として、熟して

いくことを期待しています。委員の皆様ありがとうございました。 

 尚、傍聴を希望される方は、学校又は教育委員会事務局（0475₋80₋1456）へご連絡ください。（事務局より） 
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